
平
成
二
十
七
年
七

月
二
十
四
日
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
過
労
死

等
の
防
止
の
た
め
の

対
策
に
関
す
る
大
綱
」

に
お
い
て
、
過
労
死

等
の
実
態
解
明
を
行

う
た
め
に
、
厚
生
労

働
省
は
平
成
二
十
七

年
度
か
ら
平
成
二
十

九
年
度
に
わ
た
る
調

査
研
究
（
外
部
委
託

に
よ
る
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

初
年
度
の
平
成
二

十
七
年
度
は
、
全
業

種
を
対
象
と
し
て
企

業
・
労
働
者
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
「
平
成
二

十
七
年
度
過
労
死
等

に
関
す
る
実
態
把
握

の
た
め
の
社
会
面
の

調
査
研
究
事
業
報
告

書
」
と
し
て
平
成
二
十
八
年
度
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
度
目
の
平
成
二
十
八
年
度

は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
実
施
さ

れ
た
労
働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
の
再
集
計
と
分
析
、
自
動
車
運

転
従
事
者
及
び
外
食
産
業
の
企
業
・

労
働
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
、
法
人
役
員
と
自
営
業
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

「
平
成
二
十
八
年
度
過
労
死
等
に

関
す
る
実
態
把
握
の
た
め
の
労
働
・

社
会
面
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」

と
し
て
先
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
二
十
九
年
度
は
、
教

職
員
（
学
校
・
教
職
員
）
、
IT
産

業
（
企
業
・
労
働
者
）
、
医
療

（
医
療
機
関
・
医
療
従
事
者
）
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

次
の
三
つ
で
す
。

①
平
成
二
十
七
年
度
調
査
結
果
の

再
集
計
・
分
析

②
企
業
・
労
働
者
調
査

・
自
動
車
運
転
従
事
者
（
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
）
に
係
る

調
査
結
果

・
外
食
産
業
に
係
る
調
査
結
果

③
自
営
業
者
・
法
人
役
員調

査
結
果
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調
査
結
果を

発
表

調
査
研
究
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

分
析
結
果
（
そ
の
１
）

＝
「
労
働
時
間
の
正
確
性
」
、
「
残
業

手
当
の
支
給
の
有
無
」
が
及
ぼ
す
影
響

＝
「
労
働
時
間
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
」
及
び
「
残
業
手
当
を
全
額
支
給
す

る
こ
と
」
が
、
「
残
業
時
間
の
減
少
」
、

「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
日
数
の
増
加
」
、

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
態
の
良
好
化
」

に
資
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

分
析
結
果
（
そ
の
２
）

＝
「
残
業
時
間
」
、
「
残
業
を
行
う
場

合
の
手
続
き
」
が
及
ぼ
す
影
響
＝

「
残
業
時
間
を
０
時
間
に
近
づ
け
る
」

こ
と
が
「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
日
数

の
増
加
」
、
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状

態
の
良
好
化
」
に
、
ま
た
、
残
業
を
行

う
場
合
に
「
所
属
長
が
残
業
を
承
認
す

る
」
こ
と
が
、

「
残
業
時
間
の
減
少
」
、

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
状
態
の
良
好
化
」

に
資
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

分
析
結
果
（
そ
の
３
）

＝
「
残
業
時
間
」
、
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
、

「
職
場
環
境
に
対
す
る
評
価
」
が
及
ぼ

す
影
響
＝

「
最
長
の
週
の
残
業
時
間
が
三
〇
時
間

以
上
で
あ
る
こ
と
」
、
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
あ
る
職
場
」
は
、
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
状
態
の
悪
化
」
を
招
く
傾
向
に

あ
る
が
、
「
裁
量
を
も
っ
て
仕
事
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
「
仕
事
に
誇

り
や
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
ま
た
は

「
適
当
な
仕
事
量
で
あ
る
」
職
場
環
境

を
構
築
す
る
こ
と
は
、
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
状
態
の
良
好
化
」
に
資
す
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
る
。

・
企
業
調
査
、
労
働
者
調
査
と
も
所
定

外
労
働
が
発
生
す
る
主
な
理
由
は
ほ
ぼ

同
じ
。

「
バ
ス
」
で
は
「
仕
事
の
特
性
上
、
所

定
外
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る

た
め
」
、
「
人
員
が
足
り
な
い
た
め
」

が
多
い
。

「
タ
ク
シ
ー
」
で
は
「
人
員
が
足
り
な

い
た
め
」
、
「
予
定
外
の
仕
事
が
突
発

的
に
発
生
す
る
た
め
」
が
多
い
。

「
ト
ラ
ッ
ク
」
で
は
「
取
引
先
の
都
合

で
手
待
ち
時
間
が
発
生
す
る
た
め
」
、

「
仕
事
の
特
性
上
、
所
定
外
で
な
い
と

で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
た
め
」
が
多
い
。

・
労
働
者
調
査
に
お
け
る
業
務
関
連
の

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
の
内
容

「
バ
ス
運
転
者
」
で
は
「
長
時
間
労
働

の
多
さ
」
が
最
も
多
い
。

「
タ
ク
シ
ー
運
転
者
」
で
は
「
売
上
・

業
績
等
」
が
最
も
多
い
。

「
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
」
で
は
「
仕
事
で

の
精
神
的
な
緊
張
・
ス
ト
レ
ス
」
が
最

も
多
い
。

※
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
等
と
は
、
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
・
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
複
数

の
店
舗
を
担
当
し
、
売
上
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、

在
庫
管
理
等
の
店
舗
運
営
に
つ
い
て
支
援
・

指
導
を
行
う
者
）
の
こ
と
。

・
労
働
時
間
が
長
く
な
る
と
、
疲
労
蓄

積
度
（
仕
事
に
よ
る
負
担
度
）
が
高
い

者
や
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
者
の

割
合
が
高
く
な
る
。

・
休
日
に
お
け
る
息
抜
き
・
趣
味
活
動
・

家
族
の
団
ら
ん
等
の
時
間
が
足
り
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
疲
労

蓄
積
度
（
仕
事
に
よ
る
負
担
度
）
が
低

く
な
る
傾
向
で
あ
り
、
労
働
時
間
が
長

い
者
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

仕
事
が
で
き
る
者
に
つ
い
て
は
、
疲
労

蓄
積
度
（
仕
事
に
よ
る
負
担
度
）
が
低

く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

・
企
業
調
査
、
労
働
者
調
査
と
も
所
定

外
労
働
が
発
生
す
る
主
な
理
由
は
ほ
ぼ

同
じ
。

「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
等
（
※
）
」
で

は
「
人
員
が
足
り
な
い
た
め
」
、
「
予

定
外
の
仕
事
が
突
発
的
に
発
生
す
る
た

め
」
が
多
い
。

「
店
長
」
で
は
「
人
員
が
足
り
な
い
た

め
」
、
「
欠
勤
し
た
他
の
従
業
員
の
埋

め
合
わ
せ
が
必
要
な
た
め
」
が
多
い
。

「
店
舗
従
業
員
」
で
は
「
人
員
が
足
り

な
い
た
め
」
、
「
業
務
の
繁
閑
の
差
が

激
し
い
た
め
」
が
多
い
。

・
労
働
者
調
査
に
お
け
る
業
務
関
連
の

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
の
内
容

「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
等
」
と
「
店
長
」

で
は
、
「
売
上
げ
・
業
績
等
」
が
最
も

多
い
。

「
店
舗
従
業
員
」
で
は
、
「
仕
事
で
の

精
神
的
な
緊
張
・
ス
ト
レ
ス
」
が
最
も

多
い
。



今
年
一
〇
月
一
日
施
行
予
定
の

「
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
」
に

お
い
て
、
次
の
三
つ
の
改
正
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改
正
①

最
長
２
歳
ま
で
育
児
休
業
の
再

延
長
が
可
能
に

改
正
②

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
予
定
の
従

業
員
等
に
育
児
休
業
制
度
等
を

お
知
ら
せ
（
努
力
義
務
）

改
正
③

育
児
目
的
休
暇
の
導
入
を
促
進

（
努
力
義
務
）

一
方
、
育
児
休
業
終
了
後
に
、

事
業
所
と
育
児
休
業
者
と
の
間
で

問
題
に
な
る
こ
と
の
一
つ
に
「
復

職
後
の
職
場
・
職
種
の
取
扱
い
」

が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
公
表
す
る
『
平

成
二
十
七
年
度
雇
用
均
等
基
本
調

査
』
の
結
果
に
よ
る
と
、
事
業
所

に
お
け
る
主
な
対
応
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
「
原
則
と
し
て
原
職
又
は
原
職

相
当
職
に
復
帰
す
る
」

七
二
．
八
％

・
「
本
人
の
希
望
を
考
慮
し
、
会

社
が
決
定
す
る
」

二
一
．
二
％

・
「
会
社
の
人
事
管
理
等
の
都
合

に
よ
り
決
定
す
る
」

五
．
九
％

こ
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
七
割

の
事
業
所
で
育
児
休
業
か
ら
の
職

場
復
帰
に
際
し
「
原
則
、
原
職

（
相
当
）
復
帰
」
と
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

し
か
し
、
育
児
休
業
期
間
が
長

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
復
職
に
対

す
る
不
安
が
大
き
く
な
り
、
職
場

復
帰
し
た
が
仕
事
に
つ
い
て
い
け

な
い
、
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

家
事
・
育
児
と
も
女
性
の
役
割

と
さ
れ
て
い
る
現
状
で
、
事
業
所

の
職
場
復
帰
に
向
け
た
事
前
の
準

備
と
復
職
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
な
け
れ
ば
、
最
長
二
歳
ま
で
育

児
休
業
の
再
延
長
制
度
も
育
児
離

職
の
減
少
の
効
果

が
期
待
で
き
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

九
月
：
障
害
者
雇
用
支
援
月
間

六
日

○
労
働
保
険
料
の
全
期
・
第
一
期

分
口
座
振
替
納
付
日

十
一
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
八
月
に
採
用
し
た
労

働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
八
月
に
一
括
有
期
事

業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

一
〇
月
一
日

○
八
月
分
社
会
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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公
的
年
金
等
受
給
者
用
の
平
成

三
〇
年
分
扶
養
親
族
申
告
書
の
様

式
が
、
従
来
の
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
か

ら
Ａ
四
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
提
出
期
限
が
従
来
よ
り

早
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
手
元

に
届
い
た
方
は
速
や
か
に
提
出
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

九
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

Ｑ 同月内に２回目の賞与（一時金）を支給す

ることになりました。賞与計算上で注意する

点を教えて下さい。

Ａ 賞与計算に際し、社会保険料と所得税の算出が

ポイントになります。

１回目の賞与では、通常どおり賞与計算を行います。

２回目の賞与計算では、社会保険料の計算について

は、以下の通りの手順となります。

① １回目と２回目の賞与を合計する。

② ①の合計額に健康保険料率、介護保険料率（該当

者のみ）、厚生年金保険料率を乗じて社会保険料を算

出する。

③ ②の算出額から１回目の賞与で徴収した社会保険

料を控除する。

③で算出された額が２回目の社会保険料となりますが、

実際に支払われた賞与額（税引き前の総支給額）から

1,000円未満を切り捨てた額（標準賞与額）が健康保

険は年度累計５７３万、厚生年金は月１５０万の上限

がありますので、①の合計時に注意が必要です。

源泉所得税の計算については、２回目の賞与であっ

ても参照する税率は1回目の賞与と通常変わりません。

前月の給与が無い（ゼロ）の場合や、前月給与の１０

倍以上の賞与支払の場合は、特殊な税額計算となりま

す。『賞与に対する源泉徴収』国税庁のホームページ

（http://www.nta.go.jp/taxanswer/gensen/25

23.htm）を参照してください。

同月内で2回支給する賞与計算


